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結城普及センターでは、就農間もない

農業者を対象に、農業に関する基礎的な

知識・技術の習得や仲間づくりを目的と

して、農業学園アグリ講座を開催してい

ます。今回は坂東普及センターと合同で、

11月21日（火）に（株）武蔵野種苗園の

新治育種農場にて第５回農業学園アグリ

講座「種苗会社見学研修」を開催し、結

城地域及び坂東地域の若手農業者８名が

参加しました。

講座の前半は、武蔵野種苗園の業務内

容についてビデオ視聴した後、受講生か

ら要望の多いネギの栽培技術について同

農場職員より説明がありました。

後半では育種農場の見学を行い、試験

の組み方や調査項目・方法について詳細

な説明を受け、受講生からは「紹介の

あった品種の試験栽培に取り組みたい」

といった声が多く挙がり、大変有意義な

講座となりました。

11月11日（土）、けやき公園噴水広場にて、結城市農

村青少年クラブ（結城４Hクラブ）主催の第54回結城市農

業祭が開催されました。

今回は、JA北つくば主催の第29回結城農業まつりと合

同で開催され、結城４Hクラブによる白菜やレタス、キャ

ベツ、新米などの販売を行いました。

朝早くから多くのお客さんが来場し、沢山の農産物を購

入していただきました。祭終了前に農産物は完売し、特に

白菜や関東では珍しい秋どりトウモロコシ、市内ではあま

り生産されていないカボチャの販売が好調でした。

普及センターでは、今後も未来の結城市農業を担う若手

農業者とともに地域農業発展に向けた活動に取り組んでい

きます。

第54回結城市農業祭が開催されました！

↑ビデオによる業務内容の説明
ネギほ場での説明↓

盛況な野菜即売会



JA北つくば結城園芸部会
秋冬白菜生産者大会が行われました！

11月6日（月）、JA北つくば結城支店において、生産者、来賓、関係機関など約70名参加
のもと、JA北つくば結城園芸部会秋冬白菜生産者大会が開催されました。
来賓あいさつでは、夏季の高温干ばつの影響で定植作業の苦労へのねぎらいとともに、今

後の異常気象への対応策ついて提案があり、
参加者で認識を共有しました。その後、令和
４年作に関する市場表彰、生産者表彰のほか、
出荷予測システムに関する講演会が行われま
した。
続いて出荷目揃会が開催され、市場担当者

と産地状況、市場販売状況について情報交換
の後、出荷された白菜を用いて選別・調整の
注意点について確認しました。普及センター
からは、管害虫発生状況や病害虫の防除につ
いて情報提供しました。
今後も普及センターでは、野菜産地の発展

のため支援を行っていきます。

JA常総ひかりネギ統一目揃会・品評会が
開催されました！

11月13日（月）、JA常総ひかり下妻千代
川支店にて、ネギ部会秋冬ネギ統一目揃会・
品評会が開催され、部会員及び関係者など約
50名が参加しました。
品評会では、品質や規格など流通の視点で

審査していきました。
目揃会では、市場情勢及び産地情勢につい

て情報交換したのち、市場担当者から「夏場
の高温干ばつ等により、関東各産地の出荷は
遅れ気味。出荷にあたっては、規格に準じた
選別をお願いしたい。」との要望があり、出
荷規格や品質について出荷品の現物をもとに
確認を行いました。
また、部会長からは「異常気象の影響を踏

まえ、産地としては病害虫防除を徹底し高品
質生産に努めていく。」との話がありました。
普及センターからは、気象の経過と今後も

注意が必要な病害虫対策について説明しまし
た。
今後も露地野菜の高品質・安定生産のため、

引き続き産地を支援していきます。

←
出荷される
ネギの審査

～農作物の盗難に注意しましょう～

出荷規格の説明を受ける生産者

↓出荷規格を説明する市場担当者


